
倶
知
安
町
認
定
農
業
者
協
議
会
の
主
催
に
よ

る
農
産
物
即
売
会
は
、
今
回
で
十
回
目
の
試
み
と

な
り
、
十
月
二
九
日
（
土
）
午
前
九
時
三
〇
分
か

ら
、
倶
知
安
町
役
場
前
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

 
 
 

当
日
は
あ
い
に
く
の
寒
空
で
し
た
が
、
開
始
時

間
前
か
ら
大
勢
の
方
々
が
会
場
に
足
を
運
ば
れ
、

会
員
が
持
ち
寄
っ
た
自
慢
の
農
産
物
を
次
々
と
購

入
し
て
い
ま
し
た
。 
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
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ご
多
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い
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成
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す
よ
う
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り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
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十
一
月
三
十
日
～
十
二
月
一
日
の
日
程
で
、
農
業

委
員
協
議
会
の
企
画
に
よ
る
自
主
研
修
と
し
て
、
道

内
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

江
別
市
の
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
ト
ラ
ク
タ
ー
や
輸
入
大
型

農
作
業
機
の
組
立
工
場
を
見
学
し
、
ま
た
、
厚
別
区

の
昨
年
４
月
に
開
館
し
た
北
海
道
博
物
館
で
は
、
北

海
道
の
農
業
の
歴
史
や
自
然
、
文
化
の
過
去
・
現
在
・

未
来
つ
い
て
見
学
し
ま
し
た
。 

両
視
察
先
で
は
、
様
々
な
質
問
や
意
見
交
換
な
ど
、

有
意
義
な
研
修
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

寒
空
の
も
と
、
農
産
物
即
売
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 
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農業委委員の募集開始については、２月号町広報、町ホームペ

ージ等でお知らせする予定です。 

 

４班の活動状況について 

４班は唯一女性委員２名がいる３名の農業委員で構成されています。 

担当エリアは、樺山・岩尾別・山田・比羅夫・花園・高砂地域と 

市街地の一部を担当しています。 

担当範囲が広いですが、時間と日程を調整してなるべく３名全員 

で現地調査などを行っています。 

現況証明願は雪解けと共に始まり雪が降るまで申請があり、他の 

班より案件も多く、またスキー場エリアを抱えていることから、特殊 

なケースも数多くあり、10年以上経ってやっと解決できた案件もあり 

ます。 

この地域も農業者の高齢化や後継者不足により手放すしかない農地 

が出てくると思いますが、12月から 3月にかけての農地利用調整会議 

では地域農業者の理解はもとより、出し手の方や受け手の方、さらに 

全農家の皆さんに納得が得られるよう、調整作業に取組んで参りたい 

と考えておりますので、関係農家の皆さんや関係者のご協力もお願い 

いたします。 

農
地
委
員 

高
田 

玲
子 (

四
班
長) 

字
比
羅
夫
二
一
九 

農業委員の募集が 
まもなく始まります! 

農業委員の選出方法が変わります。 

 農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が議会 

の同意を得て任命する方法になります。市町村長は、任命に当たって、 

あらかじめ地域の農業者や農業団体等に候補者の推進を求め、公募も行 

います。 

推薦と応募の結果は公表が義務付けられ、委員の過半は認定農業者で

あることや年齢・性別等に著しい隔たりが生じないように配慮すること

（女性や青年の登用促進）も求められています。 

【改正法の施行時に在任している農業委員は、任期満了まで引き続い

て農業委員として職務を行います】 

 



 

 

 

 

 
本町の基幹産業である農業を守り、安心して営農が継続できるよう、農地等の利用の最適化を効率的かつ効果的に実施するために必要

な施策の改善等について、倶知安町等関係機関に対して、農業委員会等に関する法律第３８条の規定に基づき、意見を提出いたします。 

 

１．土づくり対策について 

農業者にとって土づくりは、安全・安心な農作物を育てるための基本です。堆肥・緑肥作物の導入、土壌分析経費等の助成の継続と増 

額の検討を要望すると共に、リゾートを抱える観光の町にも配慮を施すため、景観緑肥助成の検討も要望します。 

また、本町の基幹作物である馬鈴薯のシストセンチュウ対策用の抵抗性品種導入経費の一部助成と共に、男爵作付けに係る薬剤助成 

の導入も要望します。 

 

２．土地改良事業の推進について 

本年は、北海道にも複数の台風が上陸・接近し洪水、土砂崩れなど、全道各地で被害が拡大しました。本町においても、大雨による客土 

の崩れや畑に水が流れ込むなど、町内各地で被害が出ている状況にあります。圃場間の格差を解消するため、粘土地帯、排水不良圃場 

の客土、暗渠排水の整備など、透排水性の改善が必要不可欠であります。 

   気象変動の影響を最小限にとどめ、農作物の安定生産を図るため、国費、道費、町費を活用した土地改良事業の推進を要望すると共 

に、土地改良事業の申請人数要件の引き下げも要望します。 

 

３．担い手対策について 

   農業経営者の高齢化、後継者不足という現状において、新規就農者の育成確保や結婚対策は、農業政策上重要な課題となっており、 

継続的な支援が必要です。 

   特に、若い力を育てるために後継者の支援対策や新規就農者へ複数年に渡る支援対策を要望すると共に、繁忙期の農作業の人手不 

足を解消するため、リゾート地区で働く若手季節雇用者等の活用による「農作業人材バンク」等の創設とリゾート地区で高騰する時給等に 

合わせて、農作業協定賃金との差額助成制度の創設も要望します。 

   また、後志管内唯一の北海道立倶知安農業高等学校は、農業後継者育成と地域農業教育振興などに大きな役割を担っており、今後も 

存続させるよう要望します。 

 

４．獣被害防止対策について 

鳥獣被害防止総合対策事業の実施に伴い、熊や鹿・アライグマなどによる食害被害のある農家に対し、電牧柵の購入費補助やアニマ 

ルトラップなど、設置された圃場では一定の効果が確認されています。 

食害被害を軽減させるための方策として、電牧柵の設置数を増やすとともに、箱わなの設置及び猟友会と連携しての個体駆除など、総 

合的な対策が必要となります。 

特に、鹿が頻繁に出没して食害被害が拡大している中、国・道・町がより一層連携した対処措置が講じられるよう、「獣被害防止対策の 

強化」を強く要望します。 

 

５．ＴＰＰ条約等の発効に関する対応について 

   ＴＰＰ条約等の発効により、重要品目の段階的な関税削減や特別輸入枠の新設など、農業・農村への深刻な影響が懸念されます。 

また、関税撤廃による農業への打撃により、食糧自給率に大きな影響を及ぼし、食の安全・安心などにかかわる仕組みや制度の変更も余 

儀なくされ、私たちの生活が一変してしまう可能性があります。 

地元の農業を守るために町独自支援策の検討、駅前倉庫更新の一部補助の検討やコントラ事業の推進と ICT（情報通信技術）を活用 

した GPS の普及促進策の検討、また国に対し条約内容の詳細な情報提供や品目ごとの影響額試算の提示、農業現場が納得できる対応 

策を求めていただくよう要望します。 

 

６．農業委員会の体制強化について 

本年４月から施行された「農業委員会等に関する法律」により、農業委員会は、優良農地の保全確保と担い手の育成などを一層推進す 

ることが求められ、農業委員会事務局の強化が打ち出されており、農地制度を担う農業委員会活動等の充実強化のため、事務局職員の 

専任体制の整備と重厚な予算措置を講じ支援されるよう要望します。 

また、新農業委員は町長の選任制になることから、学識経験者などの判断基準を明確にしていただくと共に、地区推薦などの枠組みも 

検討するよう要望します。 

 

７．原子力発電施設・新幹線工事について 

作年８月、停止されていた原子力発電が再開され、泊原発も再開に向け準備を進めていますが、泊原発において、ひとたび事故が起き 

れば、３０キロ圏内にある本町を含む羊蹄山麓地域でも、福島原発事故と同じ様な状況に陥ることは十分に考えられることです。原発事故 

は、絶対に繰り返してはならないものであり、原子力エネルギーに代わる代替エネルギー政策の早期実現と併せ、既存施設の安全性確保 

常に正確な情報の公開を、引き続き国及び道、電力会社に求めるよう要望します。 

   また、北海道新幹線「新函館北斗～札幌間」の開通に向け、当町でも来年度から本格的なトンネル工事に伴う残土運搬作業が始まりま 

すが、工事関係車両が農村地帯の道路を頻繁に通行することから、繁忙期の農作業に支障が出ることのないよう要望すると共に、トラクタ 

ーなどの農作業車両への安全配慮や交通事故などが起こらないよう、町・工事関係者に安全施策の徹底を要望します。 

 

平成２９年度倶知安町農業施策等に関する意見書を町長に提出しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（平成２８年７月～２８年１２月） 

7月 5日 現地調査（４班） 
7月14日  ４班農地パトロール 
7月28日 第６回農業委員会総会 
8月 5日  山麓地区農業委員会協議会研修会 
8月18日 現地調査（１班） 
8月28日  第７回農業委員会総会 
8月28日  農地パトロール 
9月 2日  現地調査（３班） 
9月30日 第８回農業委員会総会 
9月30日 現地調査（４班） 

10月 6日 後志地方農業委員会連合会役員会 
10月27日 第９回農業委員会総会 
10月27日 第２回広報編集会議 
10月27日 第１回農業振興委員会 
10月27日 現地調査（４班） 
10月31-11月1日 

後志地方農業委員会連合会視察研修 
11月 8日 現地調査（４班） 
11月14日 地区別農業委員会研修会 
11月29日 現地調査（２班） 
11月29日 第10農業委員会総会 
11月29日 倶知安町長へ意見書提出 
11月30-12月1日  農業委員協議会道内視察研修 
12月14日  地区別農業委員会会長等研修 
12月 8日 農地等利用調整会議（４班） 
12月 9日 農地等利用調整会議（１班） 
12月26日 第11回農業委員会総会 

倶中生徒職場体験 

 
10月 26～28日までの３日間、倶知安中学

校２年生の向井耀平(むかいようへい)君、

澤田太聖(さわだたいせい)君の２名が、役

場農林課及び農業委員会で職場体験を行い

ました。   

２人には、害獣出没注意看板の撤去やＰ

Ｒ用米の袋詰め、農産物即売会用野菜の分

別などを体験してもらいました。 

３日間本当にお疲れ様でした。 
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豊
か
な
老
後
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集 

後 

記 

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
末
に
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
た
ア
メ
リ

カ
で
は
、
い
よ
い
よ
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し

ま
す
ね
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
ど
う
な
る
か
、
ま
た

新
し
い
風
が
ど
の
よ
う
に
吹
く
の
か
注
目
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

新
し
い
と
言
え
ば
、
農
業
委
員
会
の
委
員
の

選
出
方
法
が
変
わ
る
初
め
て
の
改
選
の
年
と
な

り
ま
す
。
慣
れ
て
き
た
環
境
が
変
化
す
る
時
は

不
安
も
伴
い
ま
す
が
、
同
時
に
良
い
チ
ェ
ン
ジ

と
な
る
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。 

変
化
を
恐
れ
ず
、
だ
け
ど
大
切
な
も
の
は
こ

れ
か
ら
も
守
っ
て
ゆ
く
農
業
委
員
会
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

新
年
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
り
ま 

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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